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　　　　　児童虐待 と ス テ ィ グマ

ー
被虐待経験後の 相互作用過程 に関す る事例研究

一

内田　良

1． 問題の所在

　今 日， 児童虐待へ の 関心が急速 に高ま っ て きて い る 。
「児 童虐待」 とは

一
般 に ，

「親

または親 に代わ る保護者 に よ り， 非偶発的 に （単な る事故 で はな い ， 故意を含む），

児童 に 加え られ た ， 身体的暴行 ， 養育の 拒否や放置 ， 心 理的冷遇 ， 性的暴行」 を指す

（石川　1999）。 この 児童虐待にかか わ る議論の 多 くは ， 目下 ， 医学
・心 理学的な着想

の もとに あ る。 だが それ と同時に ， 虐待は社会的要素の 強い 問題で もあるの で はな い

か ， とい う発想が本研究を貫 く根底的 な関心 で あ る 。

　本研究は ， 社会学的視座か ら質的に被虐待者の 日常的な生活世界 へ と迫 っ て い き，

被虐待者へ の ス テ ィ グマ 付与な らび に それ に と もな う精神的傷害の 問題 を，明 らか に

する こ とを目的 と して い る。 私た ちの 生活 は，家族 とい う集団を抜 きに は語 る こ とが

で きな い 。 と くに 子ど も， と りわ け被虐待児 に と っ て は ， その 定位家族 に おけ る経験

は ， きわめて 特別な意味を もっ て い る 。 そ こで 被虐待経験に社会学的分析を当て る と

き，虐待 の 被害者が， 自分の 家庭に お け るそ の 経験を どの よ うに解釈 し，
「虐待家庭

の 子ど も」 で ある こ とをどの よ うに 経験 して きたの か ， とい うひ とっ の 重要な論点が

浮かび上が っ て くる。
こ こ に ス テ ィ グマ 付与の可能性 をみて とる こ とが で きる 。 家庭

内に おける被虐待経験 は，社会の まな ざしの もとで ， どの よ うな評価 に 晒 され ， そ し

て 子 ど もたち は何を感 じて きたの だろ うか 。

　そ こで 本研究 は被虐待者に対する イ ン タヴ ュ
ー

調査の 分析結果を，デ ータ と して 提

示す る 。 その ラ イフ ・ヒ ス トリ
ーか らは，家族の 愛 清規範を背景 に した他者 との 相互

名古屋大学大学院

187

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

作用 （の 予測 ）を とお して ，被虐待者に ス テ ィ グ マ が付与 され ， 精神的傷害が被虐待

者の 心 に生成 ・
助長 ・

増幅 されて い く過程が ， 描 き出される。 この 視点 は ， 被虐待者

の精神的な傷 とい う もの が，医学 ・心理 学的説明に限定 されて きただ け に ，
い っ そ う

の意義をもっ もの で ある 。

2．　 先行研 究の 知見 と課題

2 − 1　 児童虐待研究にお け るス テ ィ グマ の 指摘

　児 童虐待の 当事者 へ の 「ス テ ィ グマ （stigma ）」付与 に関 して は ， これまで に もい

くつ か の議論が提 出されて きた 。 ただ しそれ らの ほとん どが ， 性的虐待の 被害者へ の

ス テ ィ グマ に限定 されて きた 。 性的虐待は，欧米で は児童虐待研究の 主要テ
ー

マ で あ

り， と りわ け虐待後 に お ける子ど もへ の 短期的 ・長期的な諸影響 ・ 作用 に注 目が 集

ま っ て い る 。 その な かで ， 成人間の 性暴力 と同様に ，性的虐待の 被害児 に対する他者

や社会か らの 否定的 な反作用の 生起が ， しば しば指摘 されて い る 。 た とえ ば ， フ ィ ン

ケル ホ
ー

とブ ラウ ン （Finkelhor 　 and 　 Browne 　1985）は ， 被害者 に トラ ウ マ を発

生させ る契機 と して他者か らの ス テ ィ グマ 付与を挙げて い る。 ラ ッ セ ル （Russell

l986）は これを ， 虐待その もの に加えて 虐待後に も新たな悪影響を受ける とい う意味

か ら，被虐待者の 「再被害化 （revictimization ）」 と して 論 じて い る。
フ ェ イ リン グ

ら （Feiring，　 Taska 　and 　 Lewis　 1996）は ，性的虐待 → 原因帰属→ 恥 → 不 適応 と

い う過程の なか で ，
ス テ ィ グ マ が生 じて くると主張する 。

　また ，性的虐待以 外に お い て も ス テ ィ グ マ の 指摘は散見 され る 。 フ ィ ン ケル ホ
ー

（Finkeユhor　 1983） は，虐 待の 被害者は 極度の 恥 な どか ら被虐待 経験を 隠 し， ス

ティ グマ と孤独の 感覚に 苛まれ る ， と述べ て い る 。 B本の 児童虐待に っ い て 言及 した

ゴ フ （Gough 　1996）は ， ス テ ィ グ マ とい う語 こ そ 用い て い ない が，「体面 の 喪失

（loss　of 　face）」 とい っ た表現で ， 欧米 ・ 日本を問わず ， 当事者 へ の ス テ ィ グマ 付与

を懸念 して い る 。

　 この よ うに ， 欧米の論者に よる ス テ ィ グマ に 関するい くつ か の 論究が み られ るが，

日本の 児童虐待研究は ， そ の よ うな視点か ら虐待を捉え る とい う方向性に 欠けて い

る 。 だが ゴ フ が言 うよ うに， 日本 に お い て も虐待を受 けた こ とに 対する世間的な評価

に よ っ て ，当事者に 何 らかの 恥辱感 や苦痛が生 じる とい うこ とは ， 十分に 考え られる

事態で ある 。 た とえば内田 （2000） に あ るよ うに ， 虐待後の 人生過程に お い て 生 じる

精神的傷害 とは，「トラ ウ マ （trauma ）」 に代表され る心理学的な問題 以外に も， 社

会規範を背景に して展 開され る ， 他者 との 相互作用や 自身の 内省を とお して生 成され
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て い くよ うな，社会学的悶題 と して も捉え られ る もの で ある 。

2 − 2　 ス テ ィ グマ 概念の 検討

　次に，本研究が用 い る 「ス テ ィ グマ 」 概念 に関 して ，説明を加え てお きたい 。
ゴ フ

マ ン （Goffman 　1963） は，「普通で はない 」 それ も 「望 ま しくない 」 種類の 属性 を

あ らわすため の ターム と して ，「ス テ ィ グマ 」 を規定す る 。 た だ し正確 に は ゴ フ マ ン

も言 うよ うに，ス テ ィ グマ 論の焦点は，単な る 「属性」 で は な く，相互作用場面に お

い て 属性を規定する他者 との 「関係」 に こそ ある 。

　さて ， ゴ フ マ ン はス テ ィ グマ を負 う者が対面状況 に おい て 用 い る諸 々 の 情報操作

を，そ の 主題 と したの だが ， 他方で ス テ ィ グマ を負 う者に生起す る感情を重 視 しよ う

とする論者も多 くい る 。 すなわ ち，
ス テ ィ グマ を負 う者に生 じる精神的な傷に も注 目

して い こ うとする立場で あ る 。 た とえ ばス ピ ッ カー （Spicker　1984） は， ゴフ マ ン

はス テ ィ グマ を負 う者の 感情に注 目して い ない ， と批判 し，ス テ ィ グマ を考察す るに

あた っ て は ， 当人の 感情，属性，他者の 反応，の 3 つ の 要素を視野に入 れる こ とを提

起 して い る 。 同様 に，ル イ ス （Lewis 　 1995）や金子 （1995） も， ス テ ィ グ マ 付与 に

と もな う感情 ， と りわ け 「恥」 の 感情に 注 目 して い る 。 また ， 坂本 （1986， 1996）

も，ス テ ィ グマ 付与が人びとに対 して もっ 影 響力を重視すべ きだ と考え ，人びとの 苦

しみ を分析す るため の 社会学の 概念 として ， ス テ ィ グマ を提え て い る 。 た だ し， これ

らの 感情とは ， 実際に相互作用 が展開する こ とに よ っ て の み生起する もの で は な い 。

ル イ ス が言 うよ うに ， ス テ ィ グマ の 感情 と は，他者 との 相互 作用を予 測 す る こ とに

よ っ て生 じるもの で もあ る 。

　加えて 指摘 して お くべ き点は，どの 論者 も共通 して ，ス テ ィ グマ を負 う者な らびに

常人 が置か れて い る社会的 ・文化的状況 を問題 に して い る こ とで ある 。 た とえ ばゴ フ

マ ン は ， 当該社会か ら得 られた規範 に よ っ て人 は自分の 欠点 を知覚す る として い る 。

と こ ろで さ らに吟味を重ね るな らば ， 相互 作用の 観点か ら捉え られ る場合の 「規範」

と は ， 単 に 個人 に 内面化 され た 行動傾 向の よ うな もの を意味 して は い な い
。 江原

（1994） は ， 他者の 行為を解釈 し自らの 行為戦略を決定するため に 参照 する とこ ろの

知識 を，「解釈装置 と して の 規範」 とよぶ が ， 本研究 もまた そ の よ うな意味に お い て

規範 とい う術語を用 い た い ω
。 規範 とは ， 意味世界を構築す る知識で あ り， 人び とは

規範を参照 しっ っ 主体的に行為を組 み立て る 。

　以 上の 考察か ら ， ス テ ィ グマ とは何かを改め て考え て み る と，次の よ うな こ とが い

え る 。 っ ま り， 当該社会の もとで ，相互作用場面に おい て あ る種 の 規範が 参照 され な
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が ら， 特定の 属性 をも っ た個人 が 「異質」 と解釈 され る 。 ただ し， この 異質性が 認識

されるの は，各個人に おい て は ， 他者に よる 否定的な反作用 （の 予測） とそれ に と も

な う精神的傷害の 生起を直接の 契機 と して い る 。 この よ うな次第か ら， 本研究で は ス

テ ィ グマ を以下の よ うに性格づ け た い 。 すなわ ち ， ス テ ィ グマ とは ，
「ある種の 規範

が 参照 されなが ら展開す る相互 作用場面に お い て ， そ の 人 の 特徴 に 対 して 与え られ

る ，予測され うる もしくは実効され た他者か らの 否定的な反応 で あ り， そ の反応か ら

精神的傷害が 生起す る場合に お い て は じめ て 認識 され うる もの 」 で あ る 。 この 視点

は ， ス テ ィ グマ とは，ひ とっ の 属性や実態で はな く， 入び との 関係性の なか に ， 言い

換えれば 当該場面に お ける状況の 定義の なかに こそ存在する とい う，ゴ フ マ ン の 意図

を再確認するもの で もある 。

　ス テ ィ グ マ や 規範 に ，
「感 情」 とい う側面を 加え るに あた っ て ，最後の 課題 と し

て ，ス テ ィ グ マ に 関連 する諸概念に ， 若干の 修正を試み て お きたい 。 ホ ッ ク シ ール ド

（Hochschild， 1979） は ，
ゴ フ マ ン の 論を ， 感情社会学的視点か ら読み直す 。 先述

の 議論 と も関連 して くるが，ゴ フ マ ン の 提示する行為者像は ， 外見の 印象を操作 しよ

うとす る と ころに 力点が あ り， そ こ で は，内面 の 感情を管理 しよ うとす る点が ， 曖昧

に されが ちで あ っ た。 ホ ッ ク シール ドは ，
ゴ フ マ ン の 印象管理の 概念を もとに して ，

感情管理 （emotional 　management ） とい う概念 を提起する。 すなわち， 人びとは

状況維持の ため に表面的な印象を操作するの みに とど ま らず ， 状況に適切な よ うに ，

感情を抑制 した り誘発 させ た りす る こ とで ， 自身の 感情を管理 す るの で あ る 。 した

が っ て ， 本研究で は ， 印象管理 ， 情報操作 ，
パ ッ シ ン グな ど， ゴフ マ ンが言及 して き

た概念を援用する 際に は ， そ れ らの 概念を広 く捉 え，感情の 操作 とい う一側面を も含

意する もの と して認 識す る。 感情管理 を も含めた視角に よ っ て ， 虐待を受けた 子ど も

た ちの 生活世界 を よ り的確に 捉え る こ とが で きよ う。

3， 被虐待者へ の ス テ ィ グマ と その 源泉と して の 家族の 愛情規範

3 − 1　 社会的相互作用論

　ス テ ィ グマ 付与が展 開す る被虐待者の 生活世界 を分析す るため に ，本研究 は社会的

相互作用論を用 い る。 宝月 （1990） に よれば 「社会的相互作用論」 とは，人び との 社

会生活 を，「意味世界」，
「相互 作用」，

「過程」 を鍵概 念に して 捉え よ う とす る立場

で ，ラベ リン グ論の 着想 が もた らした 自己と他者 との 相互作用へ の視点を，前面 に押

し出した方法で あ る。

　児童虐待現象 における最 重要論点 と して ， トラ ウマ 概念 に 代表され るよ うに，虐待
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その もの の 後 に も過程的に被虐待者を苦 しめ続け る精神的な傷害の 問題が あ る 。 社会

的相互作用論 は， こ の 問題 に 対 して 社会学的 な メ ス を入 れ る こ とが で きる 。 内田

（2000） を参考にす る と，社会的相互作用論の 児童虐待研究に おける意義 とは ，や や

結論め くが 次の よ うにい うこ とがで きる 。 すなわ ち ， 精神的傷害 とは ， 人び とが織 り

成す 「意味世界」 （本研究で は ，
「意味世界」 と 「（解釈装置 と して の ）規範」 を互 換

的に用 い た い）に おい て，他者 （＝常人） との 「相互作用」 の （予測を含め たそ の ）

経過 ， っ まり相互作用 の 「過程」 を とお して付与 され る ス テ ィ グ マ に よ っ て ， 日々 生

成 ・助長 ・増幅させ られる もの で あ る 。 さ らに は そ の 「過程」 の い っ そ うの 時間的奥

行 きに よ り， と きに被虐待者は ，
「意 味世界」 へ の は た らきか けを お こな うこ とで ，

そ の傷害か らの解放を も企図 して い くの で ある  
。

3 − 2　 調 査の概要 と ヂータ

　被虐待者の 経験を読み解 い てい くにあた っ て ， 重要な手がか りとな っ て くるの が ，

被虐待者 自身 に よ る口述の 生活史で ある 。 被虐待者の 生の語 りは ， か れ／か の じ ょ ら

が経験 して きた現実世界の 様相を ， きわ めて 克明 に映 し出す 。 被虐待者 は ， 家庭内に

お ける 自身の 経験を社会的文脈 に お い て ， どの よ うに 解釈 し評価 し， そ こ で どの よ う

な 感情を抱 い て きたの だ ろ うか 。 また被虐待者た ちの 日常生活に見受け られ るひ とっ

の 類似的経験を生み出す，その 社会的文脈 とは， い っ た い どの よ うな もの で あ っ たの

だ ろうか 。

　 口 述史の イ ンタヴ ュ
ー
調査は ， 1999年 4月か ら同年 10月に か けて ， 被虐待経験者 3

名に 対して実施された 。 か れ／か の じ ょ らは ， 幼少期に虐待を受けその 経験に苦 しみ

なが ら成人 し，その 後 に異な っ た 回復過程を歩ん で い る （歩み出 しは じめて い る）。

　 デ ータの 大部分 は 自由面接法 に よ っ て得 られ た 。 こ れ らの データを分析す るに あ

た っ て は ， 各被虐待者の経験を一
連の もの と して 把握 して い くた めに ，

一人 ひ と りの

経験を個別 に扱 っ て い く。 （オ
ー

ラ ル ・）ラ イフ ・ヒ ス トリー
研究の 魅力 とは ，そ う

した人生の 軌跡 ＝ 過程を捉え る こ とに あ る。 と こ ろで ， 各 自の 経験 に 関 して 本研究

は，客観 的事実 と して の 虐待が どれ ほ ど深刻な もの で あ っ たかは 問わ ない 。 た しか に

本研究の 面接に答えて くれ た被虐待者た ちは ， 客観的に 判断 して も， 相当の 程度の 被

害を受けて い る 。 だが本研究の焦点は ， 虐待 その もの の 程度 とい うよ りも， 被虐待者

が虐待 に よ っ て 負 うこ とに な っ た ス テ ィ グマ とその 精神的傷害に あ る（3）
。 な お ， 被虐

待者 3名の 基本属性な らび に事例の 収集プ ロ セ ス な どに 関 して は，脚注 を参照 された

い （4）
。
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（凡例 ：〈　〉…被虐待者の 発言 ， ［ ］
…
筆者に よる文意の 補い ）

3 − 3　 愛情規範の作用 とその 無効化
一 A さんの ケ ー

ス
ー

　A さん は，50歳代の 既婚女性で ， 心理的虐待な らびに 性的虐待の 被害者で あ る。

　虐待的家庭環境の もとで ， A さん は中学生当時には地域で の くい ちばんの 名門校〉

に 通 うこ とに な る 。 そ こ で A さん は ， そ の 体面重視の 世界 と，他方家庭で の 悲惨な世

界 とに挟 まれ た生活を送 るよ うに な る 。 そ して 被虐待経験の パ ッ シ ン グ （passing ：

「身元隠 し」 と訳 されるこ とが しば しば あ るが，正確に は単な る隠蔽作業で はな く，

隠蔽 しっ っ 状況に適切な 自己を演出 して その場をや り過 ご して い くとい う含意 も汲 む

べ きである）をお こ な う。

〈虐待の こ とはぜ んぜ ん話 して な い 。 中学校 の こ ろは優等生の ブ リ。 い っ も隠 し

て ， 優等生の ブ リして ， もう人間 じゃ な い みた い だ っ た と思 うよ 。 もう生 きるの

が つ らい …〉

　精神的苦痛を抑制 しっ っ パ ッ シ ン グ行為に至 っ た の は ， 被虐待経験 に付与されるス

テ ィ グマ を A さん が切実に感 じと っ て いた か らに ほ かな らな い 。 A さん は 次の よ うに

言 う。

〈（虐待の こ とを ）話す こ とで 自分 は人か ら
一

段下 に見 られ るで しょ 。 だか ら， 自

分が惨め に な るか ら話せ な か っ た 〉

〈自分の ル ー
ツ ， 自分をか た ちつ くる もの が，そん な に ヘ ン な家庭 ， っ て い うの

が恥ずか しい 〉

　前 節で述 べ た よ うに， ス テ ィ グ マ の 生起 とは ， 他者に よ る否定的な反 作用 （の 予

測）とそ れに と もな う精神的傷害の 生起を ， 直接の 契機 と してい る 。 そ の 意味で ， ま

さに A さん が経験 したの は ス テ ィ グ マ 付与に ほか な らな い 。 他者か ら 〈
一

段下に 見 ら

れ〉 た り，〈ヘ ン な家庭〉だ と思わ れて しま う 。 そ して 同時に ， そ れ を意識す るこ と

に 由来す る独特の 精神的傷害が 生 じる の で あ る 。 た とえば，〈恥 ずか しい 〉 とい う感

情がそ うで あ る。 それ に加え て ， 感情管理 を と もな っ たパ ッ シ ン グ行為を続けな けれ

ばな らない こ とに よ る，〈もう生 きる の が っ らい 〉 とい っ た 苦痛 も生 じる。

　と こ ろで ， こ う した他者か らの否定的反 作用 な らびにそれに ともな う精神的傷害 と
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は ， A さん 自身が 悪者 で あ るが ゆえに そ れを省み て生 じて くる， とい う もの で は な

い 。

〈自分そ の もの は恥ずか しくは な い 。 だ っ て ， 自分が悪 い わ け じゃ ない か らね 。

だけど ， 自分は 恥ずか しくな いん だけど，自分の 育 っ た環境が恥ずか しい ， っ て

思 う〉

　つ ま りA さん へ の ス テ ィ グマ とは ， A さん個人 に向け られ た もの で はな い 。 それは

「虐待が起 きた家族」 とい う， い わ ば 「安 らぎの 場」 「愛 情の 場」 た りえ な い よ うな

「家族 」 に 向け られ た もの で あ る 。 実際 に 次の 発言 に み られ る よ うに ， A さん は 当

時，自分の 家庭が愛情あふ れ るよ うな規範的家庭 とは あ まりに もずれて い る こ とを，

痛切 に感 じとっ て い た 。

〈学校で ，
「子どもの た めに 尽 くすの が母親だ」 とか ， そ うい うふ うな こ とを教科

書で 読ん だか ら， 自分 の家庭 とあま りに も違 うか ら戸惑 っ た 。 家族の なか で母親

とかを絶対視す る ， 神み たい に ね 。 ［教科書 は］そ うい う価値観で ま とめて あ っ

て ， す っ ご く家族愛み たい な もの ［が 強調 されて い た］。
「それが普通で 当た り前

で ， ノ
ー

マ ル だ」 っ て い われる と，「じ ゃ あ ，自分の 家庭 はす ごい ア ブノ ー
マ ル

な家庭だ 」 っ て思 っ ち ゃ う。 だか ら人 には ［虐待 され て い る こ とをコ言え なか っ

たん で す〉

　A さん は相互作用 の 展 開に 際 して ，
「家族 一 愛情の 場」 とい う意味世界 を参照す る

なか で ，ス テ ィ グマ が もた らす精神的傷害に直面 して きた 。

　 しか しA さん は ただ精神的傷害 に屈す るだけの 存在 で はな い
。 これ まで の 人生過程

で A さん は精神的傷害か らの 解放を も企図 して きた 。 その き っ か けは ， 40歳代半ば頃

に訪 れた，あ る精神科医 との 出会い で あ り， そ の 後の AC ミーテ ィ ング （ア ダル ト

チル ドレ ンの 自助 グル
ープ）へ の 参加で ある 。 AC ミーテ ィ ン グで は，隠蔽 して きた

自己の く心の 傷〉を直視 し他の 参加者に 公表す る こ とか ら， 回復 へ の 手が か りを見出

す 。

〈思 っ て い る こ とが 言 え る こ とは い い な， っ て 思 う。 思 っ て い る こ とが 言 え

る， っ て い うこ とがや っ ぱ りい ちばん ，心が 解放 され ます よね＞
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　A さん に お い て ， AC ミ
ー

テ ィ ン グの 参加は， これまで精神的傷害を生成 ・助長 ・

増幅させて きた意 味世界に 対 して の 新たな は た らきか けで ある 。

〈［多 くの人が ］「世間体を気に して
“
い い 人

”
を装 お う」 とい うこ とが， 自分に

も他人に もどん なに 有害か ， わか っ て い ない よ うな気が します〉

　ゴ フ マ ン （1963）は ， ス テ ィ グマ の ある者は自分を受け容れな い 世界の
一
方に， 自

分を偏見 な く受 け容れ て くれ る 「同類 （the　own ）」 の 世界が ある こ とを発見する，

とい う。 そ して ， AC ミーテ ィ ン グとい う場は，家族の愛情規範 とい う絶対的な は ず

の 規準を無効化す る こ とで ， 当人の 経験をあ りの ままに受け容れ る とこ ろで ある 。 現

在 A さん は，世間体 に身を委ね るの で はな く，苦悩を しっ か りと言い 表 して い く必要

が あ る， と考えて い る 。 精神的傷害を抱え なが らもA さん は ， それ を生み 出 して きた

これまで の 意味世界 を相対化 しそれ に抗するよ うなか たちで ，新 たな意味世界に生 き

始めて お り， これが精神的傷害か らの 回 復に大 き く作用 して い るの で ある 。

3 − 4　 「普通」 志 向が 導く精神的傷害とそ こ か らの 回復
一 B さ んの ケー

ス
ー

　30歳代の B さん （女性） は ， 小学生の 頃に父親か らしば しば身体的暴力を受けて き

た 。

　その 当時の B さん は，他者に対 して 虐待の 事実を，隠匿 して い た 。

〈自分が殴 られ た こ とは言わ ない 。 家庭の こ とは とにか くし ゃ べ らなか っ た〉

〈言 うチ ャ ン ス はあ っ た ん だ よ。 な ぜか とい うとね ， ［小学校の と き］私が ， 作文

で 父親 ・母親の こ とを書 くと， 必ず ，
「私は ， 父が好 きな とき も嫌い な と きもあ

ります」 っ て 書 くのが 常だ っ たの ね 。 その 都度，担任の 先生は 「お うちで どん な

こ とが あるの ？」 とか聞い て きたの 。 で も，け っ して し ゃ べ らなか っ た の ね 〉

む しろ B さん は，次に 語 っ て い るよ うに ， 元気な 自分を呈示 し続けた 。

＜小学校 の と きに は ， そん な こ とよ り，毎 日，朝起 きて，学校へ 行 っ て ， ニ コ ニ

コ して い るこ とに 必死 だ っ た〉

〈私は ， 好かれて い る 自分で ，元気で 明る い 自分で ， みん な もそ う思 っ て い る 。

演 出 して い る私は い まの とこ ろ成功 して い るの だ か ら，崩す こ とはな い ， とい う
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思い だ っ た〉

　こ う して 家庭の 事情をパ ッ シ ン グし続 ける こ とが ，耐えが た い 試練で あ っ た こ とは

想像 に難 くな い
。 た とえば高校時代や看護学校時代に 至 るまで の つ らさを次の よ うに

語 る。

〈こ の こ と ［＝父 親か ら暴力を受 けた こ と］が話せ な くて ， 私はず っ と苦 しん で

た こ とが あ っ た 。 高校時代 に ， 水が少 しずつ 指の 隙間か ら漏れて い くよ うな感 じ

で ち ょ っ とずっ ［人に コ し ゃ べ り始め た〉

〈［20歳の 頃 ， 恋人がで きたが ， コ「こ ん な に私は っ らか っ た の よ 」 っ て い う気持ち

を ，
「そ うだ よね ，

っ らい よね 」 とか っ て い うふ うに ［かれに］言 っ て もらい た

か っ た〉

　 つ ま り， こ こ に見えて くるの は，心の つ らさを他者 に 打ち 明けたい と欲 しなが ら

も， そ の感情を管理 しっ つ ， 対極の 自分を演 じて い る姿で あ る。 そ うした行為戦略を

採 らな ければな らな か っ た理 由を， B さん は高校時代の 経験に 即 して ，続けて この よ

うに述懐 して い る 。

〈た ぶ ん これ 匸一被虐待経験］ は ， 万人 が 聞い て も，否定 す るだ ろ うと思 っ た 。

「何をおか しな こ とを言 っ て るん だ」 っ て 。 嫌 われ ち ゃ う っ て い うの は，す っ ご

く大きい
。 他人の 反応 が怖い の

。 それ が私に起 こ っ て い る出来事なん だ ，と話す

こ とで ， 嫌わ れ るん じゃ な い か， とい う思い が あ っ た ん で すね 〉

　被虐待経験は ， 〈万人が聞い て も否定する〉 〈他人 の 反応が怖い 〉 とあ るよ うに，他

者か らの ネガテ ィ ヴな反作用を引き出す。 そ れを察す るが ゆえ に， B さん は事実を隠

蔽 し， 〈元気で 明 る い 自分〉を呈 示する 。 しか しそ こ に 潜むの は く嫌われち ゃ う〉〈怖

い 〉 とい う精神的傷害，また 〈ず っ と苦 しん で〉〈私は つ らか っ た 〉とい う隠す こ と

自体 に よる精神的傷害で あ る。 B さん の経験 とは ， ま さに ス テ ィ グマ の 体験で あ る。

　で は次に ，そ の ス テ ィ グ マ か らの 解放過程を み たい
。 B さん は，くい まの 自分だ っ

た ら， ［被虐待経験の こ とを］話せ るんで す〉。 B さん は，い まの 自分が比較的に 抵抗

が少な く， 他者 に 自分の 過去を話す こ とがで きる こ との 理 由を，以 下の よ うに 述べ て

い る 。
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〈私が ， 高校に 入 っ て か らしゃ べ れるよ うに な っ たの は，曲が りな りに も高校時

代に な っ た ら自分の 実家の 状況 も落 ち着い て きて お り，
「普通 に な っ たな あ 」 っ

て 感 じる こ とが で きたの ね 。 ［その 契機 と して は］家を 買 っ た の が ， 大 きか っ

た。 父親 も ［以前 は］， 手を あげて た りさ あ ， ［だ け ど］家を か わ っ て か らは ，

［ま っ た く］叩か な くな っ た〉

父親が暴力を振るわな くな り， また同時に それ まで の 古い 借家の 生活が新 しい 環境

に かわ っ た こ とで ， B さん に と っ て は 自分の 家庭が普通並み に思 えて きた 。
こ う して

B さんの 感 じて い た ス テ ィ グマ は次第 に解消され るよ うに な る 。

〈［世間
一

般か ら］ずれて い た事実 とい うの も， ［現在で はすで に］過 去の こ とに

な っ て い るの ね 。 ［人 は］周 りの 社会の 価値観や規範に
一

致す る こ と っ て い うの

が ， 心 の ど こか で ， 自分の 生存に かかわ る ， と本能的 に思 うんで はな いで し ょ う

か 。 ずれて い る こ とに耐え られ るの は ， 私の 場合は ， 過 去だ っ た か ら。 それ はむ

か しの 話。 むか しの こ とを そ うや っ て ［否定的に ］言われ て も，
「い まは違 う も

ん」 っ て 言え る〉

　 田中 （1998）の 指摘に もある よ うに ， 自己の ス テ ィ グ マ を軽減するための 特効薬 と

は 「普通」 を志向す るこ とで ある 。 B さんが ス テ ィ グ マ な らびに そ れに と もな う精神

的傷害を軽減す る こ とがで きたの は ， 意味世界へ の 新たな は た らきか けを とお して ，

現 在の 自分の 家族 は 「普通 」 で あ り，あの 出来事が起 こ っ た家族 とは別物で あ るとい

うふ うに，納得 したか らだとい え よ う 。

　 こ こ まで の B さん の 生活世界を振 り返 っ て み ると， 最初 は被虐待体験を隠匿 しつ つ

も， 次第に それ を告知する過程 へ と進んで い っ た 。 そ して この
一

連の 過程の なかで 参

照 され て い たの は ， 普通で ある こ とを要求する ひ とつ の 強大な家族 に 関する規範で あ

る。 愛情の 場た りえ ない 自分の 家庭環境に負い 目を感 じるか らこ そ ，
ス テ ィ グマ およ

び精神的傷害が発生す る 。 だがス ティ グマ の 解消 もまた， こ の 家族の 愛情規範を手が

か りに して 進め られ る 。 ただ しA さん の ケ ース とは違い
， B さん の 場合は 「普通の家

族」 へ の 同調をとお して ， それが進め られ た 。 この 事実は ， 過去 に 自分を苦 しめた も

の と同
一

の 規範 に よ っ て ， 今度 は自分が承認され る立場に な っ た とい う状況を示 して

い る。
こ うした場合の 回復過程も，

B さん 自身に と っ て は きわめ て 意義がある もの で

あ る 。 しか し一方で 社会が こ う した解決法に依存 したま まで あれば，ス テ ィ グマ を生
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み出す背景は疑問に付されない ままに な る。

3 − 5　 世間体 に封 じ込め られる被害経験一 C さんの ケ ース ー

　C さん は 30歳代の 男性で ある 。 幼 い 頃か ら，両親に よ る身体的暴力 と りわ け母親 に

よ る身体的暴 力や言葉の 暴力を頻繁に 受け ， さ らに 現在 も親か らの 冷遇が 続い て い

る 。

　A さん ， B さん の 事例に みたの と同様 に ，
　 C さん もまた被虐待経験を隠蔽 して 生 き

て きた。 そ して そ の理 由を 「世間体」 に ある として い る。

〈［虐待 を受けた こ とを友だ ち とか先生 とか に は］話さ ない で すね 。 な んか 黙 っ

ち ゃ っ て る こ とが多か っ たで す〉

＜［現在に至 るまで 隠蔽 して きて い る理 由は ］世 間体だ と思い ます 。 親 と同 じで す

よ 。 す っ こい 世間体をや っ ぱ り気に して るんで すよ 。 ［気 にす るの はコ よ くな い

ん だ と思 っ て も， もの す ご く気 に します〉

　こ の 世間体が C さん に もた らす もの とは ， C さん に 対する否定的評価 とそ れ に よ る

精神的傷害で あ る 。 C さん は言 う。

〈［被虐待経験を話 した場合を考え る と］ や っ lseり自分の 評価が下が るの が 臨い っ

て 思 い ます 。 家庭に 問題が あ っ た わ けで すか ら，僕 自身 も疑われ る っ て い うん で

すかね 〉

くこの 時代で も ， 部落差別 とい っ た よ うなお か しな偏見があるわ けで すか ら。
「親

が そ うだ っ た ら， 子 ど もも」 っ て い うふ うに なるの はね ， もう仕方がない と思 い

ますよ〉

〈「親が そん なふ うなん だ か ら，子ど もも」 っ て い う思い っ て や っ ぱ りあ る と思 う

んで すよ。 そ れが ， や っ ぱ り怖い で す よ 。 だか ら ， な るべ く言わ ない 方が い い 〉

くお とな に な っ て か らもそ うで すが ， 私は ず っ と世の 中の 人 び とに助 けを求 めて

きま した 。 具体的に は私を認 めて ほ しい
， 誰か に 受け容れ てほ しい ， と くに私に

居場所を提供 して ほ しい ， と。 それ ほ ど ， 疎外感が ひ どか っ たの で す〉

〈自分の 評価が 下が る〉〈おか しな偏見〉 とい う ， 他者か らの 否定 的評価 と ， そ して

それにともな う 〈怖 い 〉 な い しは 〈疎外感 〉 とい う精神的傷害の 生起や増幅とい うか
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たちで ， C さん に は ス テ ィ グマ が付与されて い る こ とが わか る 。

　さて ． こ こで 注 目すべ きは ， そ の ステ ィ グマ が，純粋に C さん 自身の 問題 とい うよ

りも， 自分が 育 っ た家族全体の 問題 と して 立 ち現れ て くる点で ある 。 自分 自身に 対す

る評価 よ りむ しろ 自分の 家族に 対す る評価 とい うレ ベ ル に お い て ，被虐待経験 はス

テ ィ グマ を帯 びる。 つ まりこの ス テ ィ グ マ とは，規範的家族か ら逸脱 した家族 へ の ス

テ ィ グマ で ある 。

　次に ， この よ うな状況下で ， C さんが どの よ うな 自己像を呈示 して きたの かをみて

み た い 。 C さん は ，パ ッ シ ン グ戦略の なか で ，「普通」 の 人間 を演 じよ うと して き

た 。

〈E周 りの 人 たち に は，］普通 の ，会社の 役員を して い る入 間 と して 振舞 っ て い ま

す〉

くや っ ぱ り， 偏見 とかが根強い と思 うん で すよ 。 だか ら， これか ら
一

般 の 社会人

と同 じよ うに生 きて い くと して ，僕の 過去を話 した ら 「親がそ うだか ら， 子 ど も

も」 っ て な っ て しま う。 損な こ とは言わない方が い い で す よ〉

　C さんが切実に 望む こ とは く普通の 〉〈
一

般の 社会人 と同 じよ うに〉扱われ るこ と

で あ る 。 そ して 言 うまで もな く， その 〈普通 〉 とは，虐待 などの ない ごく 「あ た りま

え 」 の 家庭で 育 っ た人間で あ るとい う経歴 を指す 。

　と ころで ， C さん は パ ッ シ ングの 一方で ， 自分 の経験を受容 して くれ るよ うな特別

な場合に 限 っ て は，経験を語 るとい うこ とを試み て きた 。 た とえば，筆者によ るイ ン

タヴ ュ
ー

に快 く応 じて くれ た り， また新聞や雑誌等へ の 投稿 も重ねた り して い る 。 C

さん は現在で も多大な精神的傷害をと もない な が ら生活 して い る 。 だが ， そ う した他

者 へ の 積極的な は た らきか けを とお して 自ら生きるす べ を見出 しっ っ
， 回復へ の 途を

模索 して い るの で あ る 。

4． 事例研究の 総 括一 家族の 愛情規範を源泉とする ス テ ィ グマ 付与一

4 − 1　 家族の 愛情規範と ス テ ィ グマ 付与に よる精神的傷害

　本事例 に お ける虐待の 被害者た ち は，「異常 な家族」 とい う認 識の もとに， ス テ ィ

グマ を感 じ， そ して 精神的傷害 に苦 しん で きた。 こ の 精神的傷害に は 2 っ の 類型が あ

る こ とが 見出される 。 ひ とっ が ， 被虐待経験 その もの へ の ス テ ィ グマ 付与 に よ る ， 怖

れや恥辱感 とい っ た感情で ある。 もうひ とっ が，ス テ ィ グマ 付与に よ っ て ， 戦略的に
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パ ッ シ ン グ行為を続け なければな らない とい う裏腹 さに よる生 きづ らさ ・孤独感な ど

の 感情で あ る。

　前者の 感情は ，
こ れまで もス テ ィ グ マ の 感情 と して しば しば論究されて きた。 ス

テ ィ グマ はそれ を負う者に 直接に 感情的な傷害を与え る 。 これ は ， 被虐待経験の 社会

的意味を再考させ る手がか りと して 非常に重要で あ る 。

　他方で 後者の
， 隠蔽し続ける こ とに よ る精神的傷害は ， 相対的に看過されて きた点

で あ る 。 こ の 隠蔽作業は，一般に 「否認 （denia1）」 （＝ 現実 に存在す る問題を認 め

ない こ と） とよばれ る もの で あ る。 虐待研究 にお い て この 語は ， 虐待の 事実を認め よ

うとしない 心理的な防衛機制を表すために用 い られて きた。 それ に社会学的視点を加

えて石川 （1999）は，  被虐待者の 精神力動 によ る否認 ，  加害者に よ る否認 ，   周

囲の 人聞関係 レベ ル で の 否認 ，   社会
一

般の 「常識」 によ る否認 ， の 4 つ を指摘 す

る 。 しか し本研究がみ た否認 とは ， 上記 の どの レベ ル に もおけな い性質を もつ 。 そ れ

は，「社会一般の r常識』」 を参照 しつ っ 生み出 され る ， 被虐待者 自らに よ る 「否認」

で あ っ た 。 虐待の 事実が露顕する こ とな く家庭内に留ま っ て い くプ ロ セ ス は ， これ ま

で 十分 に 検討 されて こ なか っ た （Finkelhor　1983） だ けに ，非常に重要な論点で あ

る。 家族の 「常識」 か ら，
パ ッ シ ン グ作業が進め られ ， その 過 程で精神的傷害が 日々

生成 ・助長 ・増幅 され て い くこ とを見逃 して はな らな い 。

　 さて こ こで 改めて 確認 して お くべ き こ とは ， これ らの 精神的傷害を生成 ・助長 ・増

幅 させ て きた の は ， 相互作用状況に お い て作用す る 「普通」 を求め る家族規範で あ っ

た とい う点で ある 。 と くに 家族の 領域 に は た ら く，社会に よ る行動の コ ン トロ
ール を

考察す る際に は ， 愛情 とい う感情に つ い て 語 らな くて は な らな い （山 田　 1997） とい

う点 に おい て ， また事例を検討 した結果に お い て も， こ の規範 は 「家族の 愛情規範」

とよぶ の が 適切 で あ ろ う 。
「異常で あ る」 と評価 され るの も， そ の 家庭が 家族の 愛情

を映 し出 して い な い か らに ほかな らな い 。 愛情規範を 源泉 と したス テ ィ グマ に よ り，

被虐待者は 自分の 家庭状況は異常で ある こ とを認知 し ， 精神的傷害を受ける 。 次に ，

「異常 さ」 を知 っ て い るが ゆえに こそ おこなわれ る境遇の 秘匿は，当初の 精神的傷害

とは質を異に しなが ら， さ らな る傷害を被虐待者 に与えて い くの で あ っ た 。

　 だが一方で ，精神的傷害は と きに 軽減 され うる もの で もあ っ た 。 そ こで 再度か か

わ っ て くるの が，愛情規範で あ る 。 精神的傷害の 軽減 に関 して は ， 2 っ の 方向が見 出

された 。 ひ とつ が， 自分の 家族が 再び愛情規範に適合的な姿を取 り戻 した と認識 し

て ，愛情規範に 再び意識を寄せ て い くか た ちで 展 開 され る場合で あ る （B さん の ケ ー

ス ）。 もうひ とつ が ， む しろ愛情規範 を相対化 して さ らに は それ に 抗 して い くよ うな
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【虐待 後 の 過程］

↑ ↓
［被虐 待 者で あ る こ とを

どの よ う に 経 験 す る か 亅

《意 味世界 ，解 釈装 置 と して の 規 範 》 ［家 族＝愛情の 場〕

　 　 　 　 図 1　 虐待後 の 過程 に おける ス テ ィ グ マ に よ る精神的傷害と家族の 愛情規範

か たちで 展開 され る場合 で ある （A さん の ケ ース ）c5）。 回復はそれ と して きわ めて 当

事者 に と っ て は重要で ある 。 しか しな が ら，こ れまで に受けて きた精神的傷害 を ， 次

の 世代に繰 り返さな い よ うな方法は， いずれで あ るの か とい えば，規範を相対化す る

場合 に こ そ ， その 方向性が 求め られ る だ ろ う。 なぜ な ら，虐待を受けた子ど もの 口 を

封 じ込 め，精神的傷害をよ りい っ そ う深刻化 させ るの は，愛情規範の は た らきに ほ か

な らなか っ たか らで ある。

　以上の 議論を整理 したの が図 1で ある 。 虐待後 の 過程 に おい て被虐待者は，一
般的

な他者 との 相互作用 の 展開か らス テ ィ グマ を負 う。 ス テ ィ グマ 付与 は，被虐待者の 心

の 内に （付与 自体 に よ る もの とパ ッ シ ン グに よ る もの とを含めて ）精神的傷害を日 々

生成 ・助長 ・増幅させ る 。 しか しときに ， 被虐待経験を受容する他者 との相互作用の

展 開 は，精神的傷 害の 軽減 を もた らす 。 そ して い ずれ も相互作用が展 開する そ の基盤

に は ， 規範 と して 参照 ・再構成され る，家族 ＝ 愛情の場 とい う意味世界 が広が っ て い

る 。 現状か らの 回復の 方法は ， 規範の 枠内に収ま っ て達成 され る こ と もあれば ，そ こ

か ら抜け出す こ とで 達成され る場合 もある。 後者は ， 精神的傷害の 源最 であ る愛情規

範 を乗 り越え る もの で あ る。

4 − 2　 戦略主体 と して の 家族

　逸 脱論 ・社会病理論 など に おい て ， 逸脱や 犯罪 と家族 との 関係を論 じる場合 に は，

犯罪の 「原因 と して の 家族」 とそ の 「抑止力な い しは処遇 の 場 と して の 家族」 とい

う，対立す る大 きな 2 っ の 視点が あ っ た （望月　 1989， 島田　 1989）。 加え て 望 月

（1989）は，犯罪者を出 した家族 は， あたか も犯罪者自身で あ るかの よ うな扱い を社

会か ら受けるとい う，
「被害者 と して の 家族」 とい う第 3 の 視点 を提出する 。
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　 とこ ろで ， 本研究に お い て浮 き彫 りにされた家族の 姿 とは ， い わば家族 と して の 評

価 や名誉に 配慮 しっ っ
， 社会の なか で さまざまな 「戦略」 を行使 する主体 （藤田

1998）で あ っ た 。 虐待を受けた子ど もたち は，自分の 家族が愛情を欠 い た ， 規範的で

ない状態だ と認識 した上で ， 家庭環境を隠そ うと努あ ， 他方で 印象管理や 感情管理 を

用い て 規範 に適 合的な家族やそ の 成員 として の 自分を演出す る 。 家族 とは，犯罪者 ・

逸脱者 と して の レ ッ テ ル を貼 られ る 「被害者と して の 家族」 で もあ るが，他方で ，そ

の レ ッ テ ル を巧妙に 回避 しよ うとする 「戦略主体 と して の 家族」 で もあ る 。

　被虐待者 たち は ， 自分自身へ の 評 価 を意識する とい うよ りもむ しろ，家族へ の 評価

を意識 して い た 。 そ して 家族 （成員） は，家族 へ の評価を非常に 強 く意識す る行為主

体で あ るか らこ そ ，
ス テ ィ グマ に 敏感で あ り，否定的まな ざ しに 直接に傷 っ き，また

印象 ・感情管理を とお した裏腹なパ ッ シ ン グ行為の なかで
一

段 と傷を深めて い くの で

あ っ た 。 ス テ ィ グマ によ る精神的傷害 とは ， 戦略主体 と して の 家族の なか に お いて こ

そ ， 生成 ・助長 ・増幅 （・軽減）され る と考え られ ，
こ の 視点が ， 家族にか かわ る規

範の 作用を浮 き彫 りにす るの で あ る 。

5． 結 　 　語

　「社会学 は 必然的 に そ の 探求の 果 て に 実践的諸問題 に 逢着す る」 （Durkheim 訳書

　1978， 264頁） もの で あ り， また児童虐待が早急な 対応を施すべ き緊急課題で あ る

こ とか らも， 最後 に ， 本研究の 知見か ら虐待防止実践を展望 す る必要が あろ う。

　第 1点 目に ， 現在 CAP （Child　Assault　 Prevention） プ ロ グラム とよ ばれ る虐

待防止教育が ， 各地域に て お こ なわれ るよ うに な っ て きて い る 。 防止教育は子 ど もた

ちに ，被虐待の事実を 「話す （TELL ）」権利が あ る とい う こ とを伝え る （Cooper

1991， 女性 ラ イ フ サイ クル 研究所　1997な ど）。 被虐待経験を隠蔽する こ とな く，「話

す」 とい う こ と もひ とっ の 選択肢 と して存在 して い い の だ とい うこ とを，子 どもた ち

が学習 して い く必 要が あ る 。 第 2点 目と して子 ど もと対峙す る立場 に おい て ，医師，

教師 ，児 童相談所職員な どの 専門職 にある者，そ して
一

般の 人び と も，
「家族は安全

な場で あ り，虐待な ど起 こ りえ な い 」 とい う先入観を 一旦 停止 させ な けれ ば な らな

い 。 さ もな い と， 子 ど もに よ る精
一

杯の 告知が ，無駄 に終 わ っ て しま い かね な い  
。

第 3に ，
マ ス コ ミ関係者は虐待の 生 じた家庭を，愛情規範か らの 逸脱 とい う意味に お

い て 非難 して も，それが 問題解決 にはな らない こ とを認識 しなければな らな い 。

　「家庭 ； 愛 清の 場」 と思 い込 む限 り， 戦 略主体 としての 家族の なかで子 どもは事実

を隠蔽 し，ス テ ィ グ マ 付与 に よ っ て生成 ・助長 ・増幅 させ られ る精神的傷害 を負 い
，
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他方で 周囲は虐待の 事実をみ よ うとせ ず ， 結果的に傷害を抱え た子 どもの 援助は実現

され な い ま ま とな っ て しま うの で あ る 。 本研究の 知見は ， 虐待現象に対す る当事者を

含めた人び との そ う した意識の あ り様 とそ こに 含まれ る問題性を顕在化させ る こ とが

で きたの で はな い だろ うか 。

　こ れ まで 児童虐待研究が精神的傷害に 注目す る場合， そ れ は トラ ウマ 概念 に 代表さ

れ るよ うな ， 心理学的なパ ー
ス ペ クテ ィ ブか ら捉え られ る精神的な傷 であ っ た 。 だ

が ， こ の 精神的傷害とい うもの に 社会学的な まなざ しを注 ぐな らば ， 家族の 愛情規範

を基盤 に したス テ ィ グマ 付与 によ っ て 社会的に 日々 生成 ・助長 ・増幅 （・軽減）され

る とこ ろの 精神的傷害を見出すこ とが で きた 。 児童虐待 とは，す ぐれ て 社会学的な問

題なの で ある 。 虐待防止の ため に も，
こ れ まで光が当て られ て こなか っ た被虐待者の

生活世界に関 して ，よ りい っ そ うの 社会学的追究の 展開が期待され る 。

〈注〉

（1） ただ し江原は 「解釈装置 と して の 規範」 を，セ クシ ャ ル ・ハ ラ ス メ ン ト問題 に適

　用する に あた っ て ， 個人が 元来 もっ て い た意思を ， 他者が違 っ たふ うに解釈 し意味

　づ けよ うとする，い わば レ ッ テ ル 貼 り的な意味で の それに
， 結果的に は 限定 して し

　ま っ て い る 。 本研 究は，被虐待者個人が その 経験に 関 して どの よ うな意識を も っ て

　い たの か に 注目するために ， 個人の 内面の 了解 を超 えた他者か らの レ ッ テル貼 りと

　い う視点 とは 性格を異にする 。 本研究で は原義に返 っ て ，ひ とつ の 解釈や行為戦略

　を成立 させ る知識 ， とい う捉え方を した い 。

（2｝ フ ィ ン ケ ル ホ ーとブラ ウ ン （Finkelhor　and 　Browne 　1985） に代表 され るよ

　うに ， 性的虐待の ス テ ィ グ マ に 関するい くつ か の 議論 は ， ス テ ィ グマ 付与が被虐待

　者の トラ ウ マ を生成 ・ 深化させ る と して ，ス テ ィ グマ 付与を トラ ウ マ 概念 の なか に

　包摂 して い る。 だが ス テ ィ グマ 概念 が それ独 自で その 感情を取 り扱 う もの で あ り，

　か っ その 感情 とは社会的に生成 され るとい う点か ら， ス テ ィ グマ 概念 と トラ ウ マ 概

　念 は は っ きりと区別す るほ うが よい 。

（3） た だ し， 主観／客観を問わず ， 当人の 記憶の不 正確さ とい う点に 関 して は， もは

　や本研究の ア プ ロ
ー

チ （自由面接法）で は 「問えない 」 とい え る。

〔4） 被虐待者の プラ イバ シ
ー

に配慮 しつ つ ，  当事者の 基本属性，   イ ン タ ヴ ュ
ー
調

　査を実施す るに至 っ た経緯 ，   筆者が得たデ ータに 関 して紹介 したい
。 なお，具体

　的な虐待行為に 関する記述 は本研究の 目的で はない の で 割愛 したが ， 少 な くと もこ

　こで 紹介 され る 3入の 被虐待者 は，中度 レベ ル の 虐待被害 を受けて きた と考えて よ
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児童虐待と ス テ ィ グマ

　い 。 A さん ：  50歳代前半の 既婚女性 （再婚）。   あ る民間の 児童虐待防止団体で

知 人 の紹介を通 じて 知 り合 う。   イ ン タヴ ュ
ー録音時間 ：約150分 。 そ の 他 に手紙

　を とお した意見交換 。 B さん ：  30歳代前半の 既婚女性 。   あ る民 闘の 児童虐待防

　止団体 における， ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を とお して知 り合 う。   イ ン タ ヴ ュ
ー録音時

　間 ：第 1回 目実施時 ， 約180分。 第 2 回目実施時 （前回 の 半年後），約 120分 。 C さ

　ん ：   30歳代後半の 未婚男性 。   A さん に 同 じ。   イ ン タ ヴ ュ
ー録音時間 ： 約 240

　分 。 その他 に E メ
ー

ル で の 意見交換 。

（5） C さん は回復 へ の 途を まだ模索 して い る段階で あ り，
い ずれ の 回復類型 に適合的

　か，あるい は新た な型の 回復を示す こ とに な る の か ， に関 して は現暁 点で は言及が

　困難で ある。

（6） 上述の CAP プ ロ グラ ム は ， 専門職や 一般 の 人 びと に 向 けた ， お となの た め の

　ワ
ー クシ ョ ッ プ も開い て お り， 虐待同定 へ の 感度を高めて い こ うと して い る点で ，

　評価で きる 。
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ABSTRACT
                                              '

              Child Abuse and  Social Stigma:

  A  Case Study on  the Post Abuse  Interactional Proeess

                                                 UCHIDA,  Ryo

                              (Graduate School, Nagoya  University>

                  Furo-cho, Chikusa-ku, Nagoya-City, 464-8601 Japan

Much  of  the  discussion on  ¢ hi]d abuse  is influenced by the medical  and

psychological perspectives. Child abuse,  however, is also a  sociological

issue. The  purpose  of  this study  is, by  approaching  the life-world  of  abused

children,  to consider  the stigmatization  and  psychological damage  that is

brought  on  by  the  stigmatization.  For  children,  and  especially  for abused

children,  experiences  in the family of  orientation  have  very  significant

meanings.  When  we  think  of  the experience  of  abuse  through  a  sQciologica[t

perspective, we  find there are  important  points  in how  the abused  interprets

hislher experiences  in the family, from which  we  can  discover the

possibility of  the stigmatization.

     The  first section  is an  introdu¢ tion, from  a  sociological  perspective,

to the problern  of  ¢ hild abuse,  The  second,  which  is a  review  of  earlier

literature discussing the relationship  between ehild  abuse  and  stigma,  forms

the overall  perspective for this  study.  The  concept  of  stigma  is also  reviewed.

In the third, three  cases  of  abuse  are  analyzed  from  the  viewpoint  of  social

interactionism, The  data obtained  from  the cases  is summarized  in the

fourth section,  and  the implications of  this study  are  discussed in the  last.

     Oral 1ife histories of  abused  children  explain  how  stigmatization

occurs  and  how  the  psychological damage  is created  (and occasional]y

reduced)  through  interaetions  With other-s  under  the norm  of  family

affection.  This research  may  be quite significant  as  psychological  damage

is usually  discussed within  the medical  and  psychological  perspectives,

but not  dealt with  from  the  basis of  social  stigmatization,
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